
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
逞
羅
の
B
本
町

遅
羅
　
の
　
日
本
町

（
下
）

第
　
　
導

入
六
　
　
（
　
八
山
ハ
）

丈
學
博
士
　
新

村

出
、

二

　
芋
粥
の
紺
碧
ア
ユ
ー
夷
や
の
城
外
に
於
け
る
外
國
人
居

留
地
の
分
布
は
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
志
食
思
の
附
圖
ご
ヲ
レ

ソ
タ
イ
ン
の
東
方
諸
國
志
中
の
邊
羅
部
の
附
圖
ご
に
依
て

大
概
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
至
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
繋
馬
は
エ
ハ

九
〇
年
六
七
月
帥
ち
元
線
三
年
の
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
学

館
長
政
が
死
ん
で
一
時
日
本
町
が
琵
解
し
た
ε
い
ふ
寛
永

十
ご
年
邸
ち
西
紀
一
山
ハ
こ
こ
二
年
・
か
ら
は
五
十
七
年
目
に
於

け
る
H
本
町
の
位
置
が
其
圖
の
上
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
わ

け
で
あ
る
。
ワ
レ
ン
タ
イ
ン
の
東
方
諸
國
志
は
一
七
二
六

年
享
保
十
一
年
の
出
版
で
あ
る
が
編
纂
に
用
み
だ
材
料
の

年
代
鳳
一
定
し
て
み
な
い
。
從
っ
て
書
中
に
載
せ
て
あ
る

メ
ナ
ム
河
流
域
乃
至
ア
ユ
環
チ
み
，
附
近
の
地
圖
は
、
凡
そ

何
年
頃
の
状
況
に
糠
っ
て
出
來
た
も
の
か
ε
云
ふ
こ
ε
を

確
定
し
難
い
。
然
し
な
が
ら
そ
の
所
依
は
十
入
世
紀
の
初

期
の
も
の
ビ
推
定
し
て
差
支
な
か
る
べ
く
、
早
く
ε
も
十

七
世
紀
の
末
期
を
遡
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
ε
考
へ
ら
れ

る
か
ら
、
要
す
る
に
ケ
ン
ペ
ル
の
時
代
ε
相
去
る
遠
か
ら

ざ
る
時
代
の
釈
態
に
基
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
ε
す
べ
き

で
あ
る
。
二
圖
多
少
の
相
違
の
見
え
る
こ
ε
、
糖
…
粗
の
匿
別

の
存
す
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
日
本
町
の
位

置
に
署
し
て
は
全
く
豊
艶
を
認
め
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
帥

ち
疑
本
町
は
二
圖
ご
も
に
ア
ユ
ー
チ
ャ
の
城
外
を
ぱ
川
を

二
筋
隔
て
、
東
南
に
位
し
た
河
畔
に
置
い
て
あ
る
。
ケ
ン

ペ
ル
の
」
圖
に
は
そ
こ
に
日
本
入
の
所
在
を
記
入
し
、
そ



　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ギ
ユ
ロ

れ
に
接
し
て
南
朝
に
琶
牛
沼
、
馬
恋
人
を
置
き
、
更
に
そ
の

南
方
の
河
端
に
税
關
の
位
置
を
記
る
し
て
を
る
。
他
圖
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム

は
K
の
記
號
の
下
に
、
日
本
入
、
琶
牛
眼
、
馬
恩
人
の
諸
部

プ落
を
揺
げ
た
。
ざ
ち
ら
で
も
同
機
で
あ
る
。
フ
レ
ン
タ
イ
ン

の
圖
に
は
、
3
6
の
記
號
下
に
、
河
の
ほ
ご
り
に
日
本
人
の
家

屋
若
干
碑
を
拙
い
て
日
本
町
の
位
畳
を
示
し
て
あ
る
が
、

し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
ポ
　
　
　
　
　
　
　
か
み

下
の
方
は
そ
れ
に
接
し
て
琶
牛
の
部
落
が
あ
り
、
上
の
方

に
は
支
那
人
の
住
家
な
ざ
が
立
っ
て
る
る
。
蜀
岸
に
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ポ

方
に
和
蘭
商
館
が
患
え
、
他
方
に
は
葡
萄
牙
人
の
部
落
が

見
え
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
圖
に
も
寄
人
黒
人
の
居
留
地
の
嶺

桜
は
載
っ
て
み
る
が
、
フ
レ
ン
タ
イ
ン
の
方
が
、
租
詳
密

に
あ
ら
は
さ
れ
て
み
る
。

　
逞
羅
國
風
土
軍
記
等
本
邦
の
記
録
に
は
、
日
本
町
の
位

置
を
探
る
べ
き
徴
謹
が
な
い
か
ら
、
山
田
長
政
時
代
の
日

本
町
の
位
概
こ
そ
れ
よ
う
数
十
年
隔
た
る
時
代
の
ケ
ン
ペ

ル
’
等
の
地
圖
に
記
載
せ
る
日
本
町
の
位
罎
ご
が
大
な
る
差

違
が
あ
る
か
ざ
う
か
ご
云
つ
渦
こ
ご
を
確
め
る
こ
ざ
は
至
難

　
　
　
策
、
九
巷
　
　
慨
」
究
　
　
・
逞
羅
の
刀
本
町

で
あ
る
Q
況
ん
や
一
七
六
七
年
・
明
和
四
年
）
警
句
人
に
よ
・

つ
て
ア
ユ
ー
チ
ヤ
が
破
壊
さ
れ
た
後
に
あ
っ
て
は
、
微
々

た
る
日
本
町
の
屋
並
を
探
究
し
て
新
羅
二
時
代
の
位
概
の

愛
純
な
ご
を
知
b
得
る
も
の
で
は
な
い
。
明
治
以
降
数
次

逞
國
蕉
都
の
跡
を
訪
ひ
日
本
入
の
古
蹟
を
調
査
し
た
三
々

も
こ
の
黙
に
看
て
効
果
を
畢
げ
た
こ
ざ
を
聞
か
な
い
。
さ

れ
ば
予
は
長
政
以
後
速
に
復
興
し
た
形
跡
か
ら
推
察
し
て

も
日
本
町
は
長
政
時
代
の
、
十
七
世
紀
初
期
に
あ
た
る
元

和
寛
永
年
代
も
、
ケ
ン
ペ
ル
時
代
の
、
同
世
紀
末
期
に
あ

元
る
黒
影
年
代
も
、
乃
至
ワ
レ
ン
タ
イ
ン
時
代
の
、
十
入

世
紀
初
期
に
あ
た
る
享
保
年
代
も
、
そ
の
逼
域
に
於
で
大

小
の
差
は
あ
れ
、
そ
の
位
概
の
大
蒜
は
か
は
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
ご
想
ふ
。

　
藁
蓑
國
風
土
軍
記
港
に
よ
る
ご
、
元
和
寛
永
の
頃
、
關

ヶ
原
大
阪
天
草
の
諸
役
の
落
入
ざ
も
が
商
人
こ
な
っ
て
渡

逞
し
て
滞
留
し
、
武
勇
を
以
て
擢
國
海
陸
の
賊
徒
を
追
彿
－

っ
て
や
っ
た
の
で
、
垂
心
も

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
七
　
（
入
七
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
遽
羅
の
H
本
町

　
是
を
調
法
L
思
ひ
地
を
貸
し
て
B
鎌
入
を
一
廓
に
置
、
日
本
町

　
S
號
し
、
海
魅
に
撒
百
軒
の
町
屋
あ
り
、
永
く
留
る
も
の
は
妻

　
要
あ
り
て
子
を
老
く
、
故
に
今
此
時
に
至
て
住
居
す
る
入
二
八

　
千
儀
人
あ
り
し
さ
か
や
、

ご
記
る
し
て
あ
る
。
海
邊
ビ
あ
る
の
は
河
邊
の
誤
で
あ
る

が
、
戸
数
や
人
口
に
は
多
少
誇
張
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
時

代
は
無
論
寛
永
時
代
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
町
の
位
鐙
は
同

書
の
後
の
憲
々
に
由
る
ε
城
外
で
あ
る
こ
ご
は
確
か
で
あ

る
が
、
方
角
は
全
く
記
る
し
て
な
い
。
右
の
條
に
も
又
後

の
條
に
も
明
記
し
て
あ
る
通
り
、
日
本
町
は
借
地
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
長
政
の
敗
後
は
一
時
こ
の
借
地
を
召
上
げ

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
同
書
憲
五
に
よ
る
ご

　
抑
邊
羅
の
王
城
ミ
い
ふ
は
圓
都
入
津
の
湊
よ
り
城
中
に
巡
り
入

　
揖
あ
り
、
城
の
外
郭
に
は
町
を
も
構
の
内
へ
園
み
入
，
回
外
は
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
．
國
よ
り
來
る
船
掛
り
の
宿
を
讃
す
町
屋
敷
＋
町
あ
り
、
日
本
町

　
　
む
　
り
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　

　
も
此
内
三
憾
あ
り
て
尤
城
外
な
い
、
城
の
外
郭
大
に
し
て
練
塀

　
に
揚
土
…
門
撒
ク
所
あ
り
、
叉
入
津
の
大
河
あ
り
、
是
も
外
郭
の

　
　
　
　
　
　
　
第
蝋
號
　
　
　
入
漁
　
（
入
八
）

　
塀
通
り
に
は
橋
を
仕
か
け
橋
の
上
は
廊
下
の
如
く
家
を
作
り
て

　
多
門
の
如
く
塁
壁
に
石
火
矢
窓
あ
り
、
二
の
郭
も
亦
如
斯
官
入

　
家
屋
相
交
り
、
本
丸
は
王
城
に
て
入
の
出
入
を
盛
る
也
、
…
…
…

ピ
あ
っ
て
、
島
本
町
が
城
外
よ
り
最
も
濾
隔
な
地
位
に
在

っ
た
機
で
あ
る
こ
ご
は
、
西
人
の
記
載
や
地
墨
ご
墾
照
し

て
都
城
の
内
外
を
髪
髭
ビ
し
て
知
る
こ
ε
が
出
潮
る
Q
爾

H
本
町
が
三
身
あ
っ
た
ご
い
ふ
こ
ご
に
よ
2
、
、
そ
の
薩

域
の
廣
さ
の
程
度
を
推
知
す
る
に
足
り
る
。

三

　
日
本
町
の
住
民
を
前
記
の
如
く
風
土
軍
認
に
は
寛
永
中

に
於
け
る
其
全
盛
期
に
入
千
鯨
人
ざ
註
し
て
み
る
が
、
蓮

航
｝
覧
に
も
之
に
由
っ
て
元
和
の
頃
歎
百
人
、
寛
永
の
頃

入
千
人
ε
考
定
し
て
あ
る
。
慶
長
以
家
約
三
十
年
間
の
こ

ご
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、
決
し
て

過
大
な
数
字
ご
は
思
は
れ
な
い
。
ま
し
て
や
慶
長
以
前
日

本
人
の
蓬
地
に
於
け
る
根
抵
の
相
當
深
い
の
か
ら
推
す
ε



在
蓬
者
は
蓋
し
何
千
入
か
に
上
っ
た
で
あ
ら
う
。
後
藤
蛮

土
氏
は
植
民
定
住
者
の
数
は
多
く
見
て
二
千
人
、
極
少
く

積
っ
て
五
六
百
人
を
計
算
さ
れ
た
Q

通
航
壷
楚
に
引
用
せ
る
長
崎
記
に
は
、
長
政
渡
邊

時
に
於
け
る
在
留
人
数
三
百
盗
人
ε
見
倣
し
、
同
く
長
崎

志
に
は
六
七
百
人
ご
記
る
し
て
あ
る
様
に
、
数
字
の
差

違
が
頗
る
大
で
あ
る
が
、
ア
ユ
ー
チ
ャ
城
内
外
の
日
本
人

だ
け
で
も
、
い
か
に
内
輪
に
見
積
っ
て
も
、
全
盛
期
に
は

千
人
以
内
に
は
下
ら
な
か
っ
た
こ
信
ず
る
。
何
ざ
な
れ
ば

王
城
の
禁
衛
軍
ご
し
て
雇
は
れ
た
日
本
兵
士
の
数
を
西
人

の
書
い
た
諸
書
に
調
て
見
て
も
五
六
百
人
は
あ
っ
た
標
で

あ
る
か
ら
、
當
時
兵
士
ご
商
人
ε
の
匿
別
は
つ
か
諏
に
し

て
も
、
主
ざ
し
て
商
業
に
從
撰
し
た
も
の
を
加
へ
た
り
又

そ
の
妻
子
を
計
上
し
た
り
し
た
ら
ば
、
恐
く
は
総
数
は
千

を
下
っ
て
は
み
な
か
つ
だ
ご
思
ふ
。
今
蘭
書
等
が
畢
げ
た

日
本
兵
士
の
数
を
一
々
こ
、
に
引
尊
し
な
い
が
、
明
清
自

記
に
日
本
よ
り
渡
れ
る
者
を
黙
槍
し
て
見
た
ご
こ
ろ
が
緩

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
遍
羅
の
貝
本
町

に
五
百
人
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
時
代
も
少
し
下
っ

て
寛
永
以
後
で
は
あ
り
、
且
つ
そ
れ
は
專
ら
兵
士
を
さ
し

た
も
の
き
機
で
あ
る
か
ら
、
日
本
町
の
住
民
の
総
数
の
概

糞
ご
は
見
微
さ
れ
な
い
り

　
日
本
人
の
多
数
が
遅
羅
か
ら
引
上
げ
た
の
を
、
堅
く
寛
．

永
十
年
郎
ち
一
六
三
四
年
で
あ
る
ご
す
る
ε
、
そ
の
以
後

同
地
に
留
っ
た
も
の
は
、
激
減
し
て
数
百
人
に
止
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
以
後
の
商
入
な
り
切
支
丹
な
り
が
元

緑
享
保
の
後
世
ま
で
も
残
っ
て
居
た
こ
ご
は
來
西
の
史
籍

・
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
が
、
全
盛
期
は
元
和
寛
永
問
の
約

二
十
年
間
、
そ
れ
に
慶
長
の
入
九
年
以
後
の
十
蝕
年
間
を

軸
那
へ
て
も
、
凡
三
十
年
間
…
に
亙
る
だ
け
で
、
長
政
を
中
心

と
し
て
日
本
町
が
繁
黙
し
た
こ
ご
は
孚
へ
な
い
。

　
そ
の
極
盛
期
の
長
政
時
代
に
干
て
城
中
の
禁
衛
軍
に
厨

す
る
日
本
の
將
士
を
除
き
て
主
ビ
し
て
城
外
の
日
本
町
に

居
住
し
た
商
人
た
ち
の
こ
と
は
、
風
土
軍
記
憲
四
以
下
に

細
記
し
て
あ
る
。
即
ち
危
急
時
に
方
っ
て
日
本
町
に
ゐ
起

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
入
九
　
（
入
日
）



　
　
　
第
九
巷
　
醗
究
　
逞
羅
の
日
本
町

頭
分
の
者
ご
思
慮
あ
る
者
ご
が
集
っ
て
評
議
し
た
こ
ε
を

叙
し
た
條
に
脚
数
入
の
姓
名
を
録
し
て
あ
る
。
又
そ
こ
に

　
　
　
　
ゆ
　
お

日
本
町
の
船
頭
ご
い
ふ
者
二
名
を
騒
げ
て
あ
る
。
説
明
を

　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

與
へ
て
、
「
船
頭
ご
い
へ
ば
世
上
船
こ
ぐ
鷲
子
の
…
榛
に
聞
ゆ

れ
ご
も
左
に
は
あ
ら
す
、
蕃
國
溝
海
の
船
頭
ご
云
者
は
、

い
つ
れ
も
大
商
に
し
て
名
あ
る
者
な
れ
ば
軽
々
敷
も
の
に

あ
ら
す
、
　
｝
船
の
主
な
り
、
」
ご
云
う
て
あ
る
所
か
ら
見
る

ご
、
所
謂
カ
ピ
タ
ン
ご
も
い
ふ
べ
き
貿
易
商
の
親
分
雛
の

も
の
で
あ
っ
た
に
蓮
な
い
。
當
時
此
日
本
町
の
船
頭
は
鉤

屋
庄
左
術
門
、
玉
屋
忠
兵
衛
こ
て
輻
徳
良
智
の
者
ご
も
あ

っ
た
こ
出
て
み
る
。

　
そ
の
外
に
、
日
本
町
の
全
頭
領
こ
も
い
ふ
べ
き
格
に

そ
サ
つ
も
オ
じ
め

「
総
元
締
」
の
岩
倉
李
左
衛
門
ビ
い
ふ
名
も
見
え
る
。
日
本

町
め
宿
老
株
で
あ
る
Q
こ
れ
ら
の
連
中
は
、
　
一
旦
危
急
に

際
す
る
ε
刀
創
銃
砲
を
手
に
し
て
戦
っ
た
の
で
あ
る
が
、

元
亨
長
政
の
磨
下
に
從
っ
て
城
中
に
衛
戌
し
旋
選
士
は
こ

の
外
に
存
し
た
ご
推
定
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
日
本
町

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
〇
　
（
　
九
〇
）

に
は
大
小
三
百
除
艘
の
船
舶
を
備
へ
て
居
た
乙
は
、
風
土
．

軍
記
に
見
え
る
通
り
で
、
か
く
の
如
く
し
て
水
陸
二
軍
を

後
媛
異
し
背
景
こ
し
て
商
樺
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

四

　
予
は
こ
、
に
山
田
仁
左
衛
門
長
政
の
原
籍
、
閲
歴
、
渡

蓬
年
代
を
考
凄
し
、
さ
て
は
母
地
に
於
け
る
出
世
の
始
末

色
や
成
敗
の
泌
を
細
叙
す
る
の
煩
を
避
け
る
。
唯
一
言
す
る

ご
、
そ
の
癒
籍
地
は
心
術
放
究
の
徐
地
が
あ
る
が
、
彼
れ

が
元
ご
沼
津
城
圭
大
久
保
治
右
衛
門
忠
佐
の
六
尺
（
輔
夫
）

よ
り
立
身
し
た
こ
ご
は
異
國
日
記
に
明
徴
が
あ
っ
て
孚
へ

な
い
。
叉
大
久
保
覇
業
は
彦
左
衛
門
忠
激
の
兄
で
、
慶
長
十
・

入
年
九
月
七
十
七
歳
に
し
て
愛
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
長

政
が
元
和
初
年
に
渡
航
し
た
ご
い
ふ
説
も
そ
れ
に
抵
鰯
し

な
い
で
濟
む
が
、
元
和
；
年
（
エ
ハ
エ
ハ
）
ア
ダ
ム
ス
の
・

朱
印
船
で
渡
邊
し
た
英
商
エ
ド
ワ
ー
ド
・
セ
ー
ジ
ス
の
記
　

中
に
見
え
る
「
良
木
入
の
カ
ピ
タ
ン
の
オ
ム
ブ
ラ
」



O
q
筥
℃
夷
昌
。
∩
簿
℃
8
昌
○
州
昏
。
蜜
℃
騨
琴
。
。
Φ
ご
あ
る
の
や
、
翌

年
十
二
月
耶
戸
登
コ
ヅ
ク
ス
の
書
簡
中
に
見
え
る
日
本
の

「
オ
ム
プ
ラ
」
昏
。
冒
勺
碧
○
き
℃
毒
ご
あ
る
の
を
、
直
に

山
田
長
政
の
こ
ご
だ
ご
す
る
の
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、

梢
早
計
だ
こ
思
ふ
。
何
ご
な
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
先
き
六
七
年

慶
長
十
五
年
師
ち
一
六
一
〇
年
に
維
井
薙
矩
に
逞
羅
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

書
を
七
つ
た
日
本
人
に
握
耐
量
純
廣
こ
い
ふ
者
も
見
え
る

か
ら
、
若
し
西
入
の
い
は
ゆ
る
オ
ム
プ
う
ご
い
ふ
総
號
叉

は
職
名
を
こ
の
握
俘
眺
ご
同
じ
元
こ
す
る
ご
、
元
和
二
三

年
度
に
そ
の
名
繕
を
も
つ
．
た
も
の
を
直
に
長
政
に
擬
定
す

る
の
は
鞘
早
い
ε
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
長
政
が

む
　
む

浄
酬
の
聡
號
を
得
π
の
は
、
邊
羅
國
書
に
よ
る
ご
、
寛
永
三

年
西
紀
一
六
二
六
年
で
あ
る
か
ら
、
元
和
二
年
か
ら
十
年

後
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本
の
記
録
に
も
長
政
を
王
佛

こ
も
オ
ツ
ブ
ラ
、
オ
ン
プ
ラ
等
こ
も
呼
ん
で
あ
る
が
、
こ

の
語
の
意
義
や
歯
質
や
異
同
な
ざ
に
關
し
て
は
別
に
考
謹

を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
に
は
略
す
る
。

　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
遽
羅
り
R
本
町

　
い
つ
れ
に
せ
よ
長
政
が
相
當
に
出
世
し
て
幕
府
の
土
井
・

利
勝
ご
本
多
正
純
ご
に
書
を
よ
こ
し
た
の
は
元
和
七
年
、

帥
も
一
六
二
一
年
の
こ
ご
で
、
二
人
に
向
け
て
賂
品
も
あ

り
、
二
入
か
ら
も
答
書
を
逡
つ
た
。
そ
の
時
、
邊
羅
國
王

よ
り
可
動
秀
忠
へ
の
秘
書
に
は
、
長
政
の
こ
ご
を
坤
釆
・

野
際
ご
官
位
名
で
呼
ん
で
あ
る
Q
坤
は
握
坤
の
略
で
位
で

あ
る
が
、
仁
恵
惇
ご
は
ケ
ン
ペ
ル
の
志
に
い
は
ゆ
る

回
ω
闘
す
け
に
あ
た
る
官
名
で
は
な
か
ら
う
か
ε
思
ふ
。
日
ω
こ
彗

は
外
國
輸
入
貨
物
の
關
税
牧
入
役
を
さ
す
か
ら
、
前
記
英

商
の
記
事
か
ら
推
し
て
も
、
日
本
が
さ
う
い
ふ
役
目
を
有

っ
て
み
た
楼
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
東
西
洋
箋
に
見
③

る
蓬
皇
子
關
中
の
上
關
は
佛
蘭
機
ご
日
本
と
の
所
轄
だ
ご

も
あ
る
所
か
ら
推
測
し
て
も
丁
度
相
叶
ふ
。
東
西
洋
考
は

萬
暦
四
十
五
六
年
頃
の
著
で
、
そ
れ
は
元
和
三
四
年
頃
の

莫
商
の
記
事
ご
同
時
に
當
る
か
ら
長
政
全
盛
期
よ
り
は
稽

以
前
の
事
柄
を
銀
し
だ
も
の
こ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
天
竺

徳
兵
衛
の
二
天
物
語
に
よ
っ
て
も
山
田
長
政
が
「
日
本
よ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
九
一
　
（
、
九
一
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
逞
羅
の
罠
本
町

り
の
御
朱
印
改
め
被
串
候
L
ビ
あ
る
の
に
も
照
磨
す
る
か

ら
、
長
政
が
一
時
醗
閣
を
主
配
し
て
み
た
ご
見
て
よ
か
ら

う
。
上
記
の
地
無
に
よ
る
も
、
既
述
の
如
く
、
上
閥
は
日

本
町
に
近
い
河
岸
に
あ
っ
た
…
機
で
あ
る
。

　
腹
懸
認
諾
に
よ
る
ご
、
元
和
七
年
の
逞
羅
図
書
に
は
次

の
如
く
渡
遽
の
日
本
入
を
好
遇
し
叉
抜
擢
し
て
官
職
を
與

へ
た
由
一
が
博
兄
え
る
Q

．
貴
國
商
艘
絞
至
、
面
優
郎
之
、
勝
我
赤
子
也
、
常
論
該
司
、
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　

、
．
濟
之
、
母
滞
之
、
懇
留
者
、
擢
首
以
総
之
、
名
坤
釆
野
淳
、
用

　
導
新
蓉
來
販
等
荊
硬
、
使
肉
後
三
所
三
三
突
、

之
に
罰
す
る
本
多
土
井
爾
人
の
答
書
を
崇
傳
が
趨
案
し
た

の
を
將
軍
秀
忠
は
一
見
し
て
、
案
文
中
に
あ
っ
た
左
の
二

十
二
宇
を
削
除
し
た
。
そ
の
文
句
は

　
我
姦
商
士
留
年
域
者
擢
首
統
魁
町
告
報
、
費
其
身
之
大
幸
也
、

ご
い
ふ
の
で
、
前
文
に
要
す
る
離
婁
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る

事
理
の
意
で
は
、
「
誠
二
日
本
人
ノ
商
入
ナ
ド
彼
國
ノ
仕
置

ナ
ド
仕
候
ハ
萬
臨
地
來
不
届
蓑
モ
出
馬
候
ヘ
バ
是
非
二
御

　
　
　
　
　
　
　
第
」
號
　
　
　
九
二
　
（
九
二
）

構
無
之
義
L
ビ
い
ふ
考
で
あ
っ
た
。
酒
井
土
井
本
多
の
ミ

老
皆
之
に
同
意
し
て
上
記
の
聯
句
を
割
除
し
て
答
書
を
途
・

つ
た
の
で
あ
る
。
温
厚
な
る
秀
忠
は
こ
の
年
四
十
三
歳
の

分
別
盛
り
で
あ
っ
た
。
外
交
上
の
顧
慮
周
到
ご
い
は
や
い

へ
、
當
時
の
時
代
豊
中
に
あ
っ
て
論
ず
れ
ば
卑
屈
に
過
ぎ

る
ご
難
ぜ
ら
れ
や
う
。

　
か
う
い
ふ
経
歴
で
長
政
は
財
政
の
側
か
ら
昇
進
の
緒
を
・

見
出
し
π
の
で
あ
る
が
詳
細
は
こ
、
に
は
述
べ
な
い
。

五

　
長
政
の
没
落
、
日
本
町
の
立
退
墨
黒
、
程
な
く
寛
永
十

三
年
、
西
紀
工
ハ
三
三
年
に
至
っ
て
、
い
は
ゆ
る
…
鑑
國
倉
に

よ
っ
て
外
乱
渡
航
が
禁
止
さ
れ
だ
が
、
そ
の
後
も
日
遅
貿

易
は
支
那
及
び
和
蘭
の
商
船
に
よ
っ
て
管
ま
れ
、
叉
明
暦

以
後
逞
羅
船
が
來
航
し
た
こ
ご
も
度
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
便
船
に
よ
っ
て
在
邊
の
日
本
人
の
消
息
は
を
り
く

傳
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q
正
保
元
年
退
羅
通
事
を
命
せ
、



ら
れ
た
森
田
長
助
が
同
地
よ
り
帰
朝
し
π
の
は
、
多
数
の

白
本
人
が
同
地
を
引
上
げ
た
寛
永
十
一
年
時
分
の
様
で
あ

る
。
彼
れ
の
子
孫
や
泉
屋
七
三
郎
の
如
き
者
が
専
門
の

通
事
を
勤
め
て
日
邊
交
霊
に
際
に
蓮
鐸
に
從
要
し
た
。
通

航
一
覧
蜷
＠
に
由
る
ご
、
延
賢
年
中
、
異
圃
住
居
の
悟
入

二
十
九
人
中
、
逞
羅
に
あ
る
蔚
木
村
孚
左
衛
門
を
始
め
男

－
九
入
、
爪
昧
…
に
八
人
、
安
慰
に
四
人
、
一
旗
南
に
四
天
、
東
山
尽

に
」
人
ご
出
て
を
る
。
こ
れ
は
實
数
で
あ
る
か
ざ
う
か
…
疑

は
し
い
け
れ
ざ
、
寛
永
十
年
以
後
四
十
年
後
に
は
少
数
に

減
じ
て
は
居
た
に
蓮
な
い
。
黒
土
で
生
れ
た
子
孫
ざ
も
を

加
算
す
れ
ば
、
九
人
よ
り
は
も
つ
ど
多
数
で
あ
っ
た
こ
推

定
し
て
差
支
な
か
ら
う
が
、
渡
航
者
そ
れ
病
身
の
残
存
し

た
入
数
で
は
九
入
ぐ
ら
み
に
止
ま
っ
た
か
も
知
れ
漁
。
享

，
，
保
四
年
刊
行
の
西
川
石
見
の
長
崎
夜
話
草
懇
二
に
よ
る
ε

慶
安
の
頃
長
崎
人
で
在
邊
の
富
商
木
谷
久
左
衛
門
が
父
母

の
年
忌
供
養
こ
し
て
土
産
を
逸
っ
て
來
た
話
が
暑
い
あ
る

久
左
は
飛
越
渡
航
し
た
も
の
で
、
彼
地
に
永
住
し
て
家
老

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
逞
羅
の
日
本
町

ご
な
っ
た
ご
見
え
て
居
る
。
木
谷
氏
の
子
孫
は
そ
の
他
の

日
本
人
の
子
孫
ε
共
に
享
保
頃
も
術
逞
羅
で
繁
昌
し
て
み

た
ご
あ
る
。
享
保
四
年
は
ぬ
見
習
十
年
か
ら
皿
算
へ
る
ご
八
十

六
年
に
な
る
。
慶
安
は
寛
永
十
年
か
ら
は
僅
に
十
五
年
後

に
過
ぎ
な
い
。
木
屋
ご
木
谷
ご
は
別
の
家
か
も
知
れ
ぬ
が

木
屡
彌
三
右
衛
門
こ
い
ふ
船
頭
は
既
に
慶
長
十
一
年
（
一

六
〇
六
）
に
於
て
逞
羅
渡
航
の
朱
印
を
得
、
爾
來
度
々
彼

地
に
渡
り
、
同
十
八
年
に
は
駿
府
で
家
康
に
逞
國
の
事
情

を
述
べ
た
こ
ご
．
も
あ
る
O

　
ケ
ン
ペ
ル
の
渡
邊
記
の
中
に
は
、
在
邊
の
日
本
人
で
李

戸
の
産
で
あ
っ
た
孚
右
衛
門
頃
勲
＆
0
8
9
μ
こ
い
ふ
渚
が
天

和
二
年
（
一
六
入
ご
呂
宋
に
渡
航
の
途
中
難
破
し
，
そ
の

後
八
年
ケ
ン
ペ
ル
ご
同
船
し
て
爪
瞳
か
ら
蹄
逞
し
た
話
が

載
っ
て
み
る
。
こ
れ
も
亦
木
谷
ご
共
に
鎖
國
以
後
の
逞
都

の
日
本
町
の
住
人
で
あ
っ
た
の
だ
Q
サ
ト
ー
氏
に
薫
る
ご

エ
ハ
五
七
年
、
撃
ち
明
暦
三
年
に
重
て
、
在
逞
の
日
本
人

で
．
爾
も
同
上
の
王
位
縫
製
運
動
に
加
製
し
た
こ
ご
が
あ

第
一
號

九
三
　
（
九
三
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
纒
羅
の
日
本
町

る
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
伺
ナ
ト
ー
氏
は
、
エ
ハ
六
六
年

帥
ち
寛
文
六
年
、
日
本
人
の
切
支
丹
で
彼
地
に
奔
蜜
し
た

も
の
が
あ
る
ε
誌
し
て
を
る
が
、
予
輩
は
未
だ
そ
の
所
依

，
め
吏
料
を
詳
に
し
な
い
。
タ
シ
ヤ
ー
ル
の
奉
使
紀
行
に
よ

れ
ば
一
六
八
七
年
帥
ち
貞
享
四
年
逞
都
に
在
住
マ
カ
ッ
サ

ー
ル
人
（
セ
レ
ベ
ス
島
土
人
）
反
吼
の
こ
き
、
討
伐
に
從

つ
た
外
入
の
う
ち
に
臼
本
兵
が
、
一
人
み
た
由
を
書
い
て

み
る
。
有
名
な
フ
フ
ル
コ
ン
に
附
随
し
π
連
中
で
あ
る
。

　
か
う
い
ふ
次
第
で
、
長
政
没
落
以
後
邊
羅
の
日
本
町
は

段
々
衰
微
し
た
に
違
ひ
な
い
け
れ
ざ
も
約
一
世
紀
近
い
間

樹
そ
の
地
位
ε
そ
の
名
幕
ご
を
保
ち
つ
、
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

第
　
　
籏

九
四
　
（
九
四
）


